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商
工
連
は
五
月
三
十
日
、
塩
尻
市
内
で
全
県

下
か
ら
商
工
会
長
及
び
関
係
者
約
九
十
名
が
出

席
し
て
、
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
二

年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
等
の
提
出
議
案
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
に
先
立
ち
、
こ
の
度
の
東
日
本
大

震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙
祷
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
佐
藤
会
長
よ
り
、
東
日
本
大
震
災

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
へ
の
哀
悼
及
び
東
日
本

大
震
災
及
び
県
北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
後
、『
会
員
企
業
を

取
巻
く
経
営
環
境
は
、昨
年
の
円
高
、レ
ア
ア
ー

ス
の
輸
出
制
限
、
さ
ら
に
、
こ
の
三
月
の
東
日

本
大
震
災
、
県
北
部
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
大

変
厳
し
い
経
営
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
平
成
二
十
二
年
度
は
商
工
会
法
施
行
五
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
し
て
、
各
商
工
会
の

ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
、
記
念
式
典
の
開
催
、

記
念
誌
の
発
行
等
の
記
念
事
業
が
予
定
ど
お
り

実
施
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
補
助
対
象
職
員
の

商
工
連
帰
属
化
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
お
礼
を

申
し
上
げ
、
事
業
面
で
は
、
経
営
指
導
員
と
の

連
携
に
よ
る
業
種
別
の
産
業
支
援
指
針
の
策
定
、

高
度
専
門
的
な
課
題
解
決
の
た
め
の
中
小
企
業

応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
、
創
業
塾
・
経
営

革
新
塾
の
開
催
、
県
青
連
・
県
女
性
連
で
は
、

信
州
Ｄ
Ｃ
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
「
信
州
お

出
か
け
食
べ
ル
ー
ト
」
の
県
へ
の
提
供
等
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
商
工
会
の
ご
協

力
に
対
し
、
感
謝
を
申
し
上
げ
、
厳
し
い
経
済

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
被
災
地
の
た
め
、
長

野
県
の
た
め
に
積
極
的
な
経
済
活
動
を
お
願
い

し
た
い
』
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
席
上
、
商
工
貯
蓄
共
済
等
の

各
種
事
業
の
表
彰
も
併
せ
て
行
い
、
さ
ら
に
、

長
年
に
わ
た
り
長
野
市
商
工
会
長
を
務
め
ら
れ
、

そ
し
て
平
成
七
年
か
ら
十
八
年
ま
で
商
工
会
連

合
会
長
と
し
て
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
度
、

長
野
市
商
工
会
長
を
退
任
さ
れ
た
窪
田
信
一
様

に
、
佐
藤
会
長
よ
り
特
別
感
謝
状
並
び
に
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
長
年
の
御
労
苦
に
対
し

感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
北
部
地
震
に
よ
る
風
評
被
害
等
に

よ
り
、
県
内
へ
の
観
光
客
は
激
減
し
て
お
り
、

観
光
立
県
で
あ
る
長
野
県
の
観
光
関
連
業
者
の

厳
し
い
経
営
環
境
を
鑑
み
、
被
災
地
の
復
興
状

況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、本
格
的
な
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
前
に
、
毎
年
十
月
に
開
催
し
て

い
る
会
長
会
議
に
併
せ
、
県
内
の
観
光
地
の
安

全
・
安
心
を
県
外
、
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
全

県
的
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
被
災
地
で
あ
る
栄
村
・
野
沢
温
泉
村
に

て
開
催
し
た
い
旨
の
緊
急
提
案
が
細
野
専
務
理

事
か
ら
あ
り
、
出
席
し
た
商
工
会
長
全
員
の
賛

同
を
い
た
だ
き
、
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
栄
村
商
工
会
の
安
藤
会
長
、
野
沢
温

泉
商
工
会
の
望
月
会
長
よ
り
、
県
北
部
地
震
へ

の
義
援
金
に
対
し
て
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

挨拶する佐藤会長

通常総会の様子

退任された窪田信一様

 
「
県
の
観
光
地
の
安
全
・
安
心
ア
ピ
ー
ル
事
業
を
緊
急
提
案
に
て
採
決
！
」
商
工
連
　
通
常
総
会
を
開
催

　

長
野
県
で
は
、
浜
岡
原
発
の
停
止
に
よ
る
電
力
の
逼
迫
と
い
う
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
六
月

十
五
日
に
「
さ
わ
や
か
信
州
省
エ
ネ
大
作
戦
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
経
済
活

動
や
県
民
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
節
電
、
省
エ
ネ
対

策
に
取
り
組
む
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
特
に
夏
期
の
電
力
消
費
量
の
ピ
ー
ク
時
で
あ
る
平
日
の

午
後
一
時
～
四
時
に
お
い
て
、
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
等
に
よ
り
、
昨
年
比
△
五
％
の
節
電
を
行
い
、
電

力
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
趣
旨
に

ご
理
解
を
賜
り
、
節
電
対
策
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

節
電
の
対
策
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

�

不
要
な
照
明
の
消
灯
・
冷
房
の
設
定
温
度
は
28
度
に
設
定

　

�

長
時
間
席
が
不
在
の
場
合
は
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
る
・
会
議
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
電
力

ピ
ー
ク
時
を
避
け
午
前
中
に
開
催
す
る
・
操
業
し
な
い
時
は
設
備
の
電
源
を
切
る
な
ど

　

な
お
、
商
工
会
で
実
施
す
る
節
電
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
さ
わ
や
か
信
州
省
エ
ネ
大
作
戦
」
へ
の
ご
協
力
を
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県
青
連
は
去
る
５
月
11
日
（
水
）・
12
日
（
木
）

長
野
市
に
お
い
て
、
通
常
総
会
並
び
に
商
工
会

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
部
員
間
取
引
拡
大
に
向
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
の
開
催
な
ど

提
出
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
度
は
、
役
員
改
選
に
伴
い
萩
原
正

貴
会
長
か
ら
田
中
良
実
新
会
長
へ
と
替
わ
り
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

上
田
市
商
工
会
青
年
部
が
、
全
国
統
一
商
工

会
青
年
部
員
増
強
運
動
に
お
い
て
、
部
員
増
加

実
績
が
全
国
５
位
と
な
り
全
青
連　

宮
本
周
司

前
会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
で
は
、
全
青
連　

宮
本
周
司
前
会
長
に

「
真
の
経
営
者
を
目
指
し
て
」
と
題
し
た
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
下

４
地
区
を
代
表
し
て
、
小
海
町
商
工
会
の
篠
原

憲
文
氏
、
富
士
見
町
商
工
会
の
平
塚
政
美
氏
、

大
桑
村
商
工
会
の
栗
山
弘
忠
氏
、
信
濃
町
商
工

会
の
池
田
紀
昭
氏
の
４
名
よ
り
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
小
海
町
の
篠
原
氏
は
経
営
し
て
い
た
葬

儀
場
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
知
り
合
い

の
青
年
部
員
と
共
に
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
フ

ラ
ン
ス
料
理
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た

こ
と
を
発
表
し
、最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
張
発
表
大
会
の
審
査
員
も
務
め
て

い
た
だ
い
た
有
限
会
社
つ
れ
づ
れ
遊
学
舎　

武

田
徹
氏
に
「
地
域
の
青
年
事
業
者
と
し
て
」
と

題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
動
け
ば
変
わ
る
！
人
の
ご
縁
で

で
っ
か
く
生
き
よ
う
」
と
題
し
、
有
限
会
社
ク

ロ
フ
ネ
カ
ン
パ
ニ
ー　

中
村
文
昭
氏
に
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
は
、５
月
20
日
（
金
）
長
野
市
「
松

代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
23
年

度
通
常
総
会
並
び
に
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
平
成
22
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
平
成
23
年
度
事
業
計
画
な
ど

が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県

下
４
地
区
を
代
表
し
て
浅
科
商
工
会
の
荻
原
拓

子
さ
ん
、
富
士
見
町
商
工
会
の
西
村
悦
子
さ
ん
、

木
曽
町
商
工
会
の
中
井
佳
子
さ
ん
、
小
川
村
商

工
会
の
保
科
み
つ
子
さ
ん
の
４
名
が
出
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
を
始
め
る

た
め
50
代
で
大
阪
か
ら
長
野
に
移
り
住
み
、
初

め
て
関
わ
っ
た
商
工
会
女
性
部
の
活
動
で
得
た

経
験
を
発
表
さ
れ
た
木
曽
町
商
工
会
の
中
井
佳

子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
平
成
23
年

度
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
商
工
連
組
織
支
援

課
長
よ
り
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
県
商
工
労
働

部
労
働
雇
用
課
課
長
補
佐
兼
勤
労
者
支
援
係
長

の
福
田
雄
一
さ
ん
よ
り
、
県
が
取
組
ん
で
い
る

「
仕
事
と
家
庭
両
立
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
企

業
の
取
組
む
べ
き
内
容
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
キ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
鳥
巣
研

二
先
生
を
お
招
き
し
、「
魅
力
あ
る
加
工
特
産
品

開
発
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
、
い
ず
れ

の
研
修
も
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
、
商
工
会
女
性
部
は
全
国
組
織

化
45
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
も
組
織
の
拡
充
強
化
と
広
い
視
野
に
立
っ

た
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
青
連
会
長
に
田
中
良
実
氏
就
任

主
張
発
表
大
会
最
優
秀
賞
は
木
曽
町
中
井
佳
子
さ
ん
が
受
賞

挨拶をする
佐々木会長

主張発表大会で
最優秀賞を受賞された
中井佳子さん

主張発表大会で
最優秀賞を受賞された

篠原憲文氏

新会長に就任した
田中良実氏

県女性連 県青連

　
平
成
23
年
度
通
常
総
会
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

　
平
成
23
年
度
通
常
総
会
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
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〜中小企業の皆さまの様々な相談に応えます〜

中小企業支援ネットワーク強化事業とは…	
　１�　中小企業が抱える経営課題が高度化する中、関東経済産業局が認定した
専門知識と中小企業支援の実績等が豊富な中小企業支援ネットワークアド
バイザーが商工会等を訪問し、課題解決のお手伝いをします。（無料）

　２�　中小企業支援ネットワークアドバイザーは必要に応じて、課題解決に適
した専門家とともに課題解決にあたります。

　・経営革新
　・地域資源活用
　・農商工等連携
　・新連携　
　・海外販路開拓
　・創業　
　・事業再生及び再チャレンジ
　・事業承継
　・ものづくり
　・ITを活用した経営力強化　
　・知的資産経営　他

支援体制・支援方法

主な支援課題 相談の流れ

中小企業支援ネットワーク強化事業

中
　
小
　
企
　
業

専
　
門
　
家

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

商
工
連

商
工
会

④中小企業へ訪問（無料）
　（商工会の経営指導員が同行）

⑥�中小企業支援ネットワークアドバイザーが必要
と判断した場合は専門家を派遣（３回まで無料）
　（商工会の経営指導員が同行）

⑤�必要に
応じて
派遣依頼

③派遣
　依頼

②申請
（相談）

①依頼
（相談）

お問い合わせは最寄りの商工会まで

お問い合わせ・お申し込み先：長野県商工会連合会（電話026-228-2110）または最寄りの商工会まで

セミナー開催のご案内　受講：無料

　東日本大震災後、企業の事業継続計画(BCP)の重要性・必要性が再認識され、また国際標準化(ISO)への動
きもあり、BCP策定を考えている企業が増えています。そこで緊急事態に遭遇したときでも被害を軽減し、早
期復旧できる企業体質を作るためのBCP策定セミナーを県内４会場で開催します。ぜひ、お近くの会場にご参
加ください。

ＢＣＰ（事業継続計画）策定

日　　程 時間 場　　所 定員
平成23年8月25日（木） 13:30

～

16:00

飯田市（飯伊地域地場産業振興センター）
各会場

50名
平成23年8月26日（金） 小諸市（小諸グランドキャッスルホテル）
平成23年9月  7日（水） 塩尻市（ホテル中村屋）
平成23年9月13日（火） 長野市（メルパルク長野）

BCPとは…�企業が自然災害などの緊急事態に遭遇した場合に、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を
可能とするために緊急時における事業継続の方法・手段などを予め取り決めておく計画

講師　渡 辺　英 男　氏
・�㈱渡辺経営コンサルティング
　代表取締役
・中小企業診断士
・NPO事業継続推進機構
　(BCAO)正会員
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信州ぐるっと“ケータイ”キャンペーン2011
信州のグルメや美術館、博物館を“ぐるっと”巡ろう！
参加は簡単。信州をめぐって信州の特産品をＧＥＴ！

信州の観光情報を提供するケータイサイト

①おトクな会員限定クーポン配信！　②会員限定プレゼント！（信州の特産品など）

期間/2011年７月16日（土）～12月31日(土）
＜シーズン１＞７月16日（土）～ ９月15日（木）
＜シーズン２＞９月16日（金）～12月31日（土）

「信州」なび助は、
信州の観光スポット
データ約6,000件から
“今”あなたに
ぴったりの情報を
ご案内します。

詳しくは携帯サイトをチェック!
http://navi-suke.jp/

［問］026-234-7165（（社）信州・長野県観光協会）
［問］026-235-7254（長野県観光部観光振興課）

さらに詳しい情報はホームページをご覧ください。⇒ http://www.shinshu-dc.net 未知を歩こう信州

信州キャンペーン実行委員会（事務局：長野県観光部観光振興課内）
電話：026-235-7254　E-mail：kankoshin@pref.nagano.lg.jp

信州ぐるっと“食と収穫”の祭典キャンペーン
地域ならではの食を堪能！
道の駅、高速道路ＳＡ、農産物直売所など、対象施設で参加メニューを食べたり
農産物を購入したりして、信州の特産品が当たるスタンプラリーに挑戦！
さらに「食のコンクール」にも投票。今年は市町村の収穫祭等ともタイアップ。

期間/2011年９月１日（木）～12月31日（土）

「未知を歩こう。信州2011」ウォーキングラリー
対象イベントは約100。“未知”なる信州を歩いて
県内宿泊施設無料ペア宿泊券ほか賞品をＧＥＴ！

今年は「中山道・三州街道」ウォークも開催

期間/2011年９月１日（木）～12月31日（土）

信州縦断～元気なふるさと収穫祭めぐり～2011
58町村自慢の特産品。県内各地で、自慢の特産品を集めた
この時期ならではの収穫イベントをめぐろう！
さらに詳しい情報はホームページをご覧ください。
⇒http://machimura-nagano.jp/

期間/2011年７月～12月

収穫祭めぐり

宿泊キャンペーン「未知を歩こう。信州2011～もっと体験、もっと感動キャンペーン～」
思わず感動する色とりどりの紅葉。初めて味わう採れたての果物。
信州ならではの多彩な体験。そして信州各地の魅力ある温泉。
この秋は、信州の宿に泊まって見て・食べて・体験してみませんか。
詳しくはここをチェック!  http://www.yadonet-nagano.com ［問］026-266-7575（長野県旅館ホテル組合会）

「未知を歩こう。信州2011」
 観光キャンペーン

　信州デスティネーションキャンペーン（信州ＤＣ：2010年10月～12月実施）を一過性のものにすることなく、
信州ＤＣを契機とした地域の取組みをさらに発展させ、「宿泊滞在型」、「県内周遊型」観光の進展を図るた
め、2011年においても、長野県内の観光関係者や自治体等が一体となって、県内全域を対象に「未知を歩
こう。信州2011」観光キャンペーンを実施します。

【特別企画１】

【特別企画３】

【特別企画４】

【特別企画５】

【特別企画２】

会員募集中!!

信州を楽しむ特別企画が盛りだくさん！ 特別企画に参加して、特典・プレゼントを手に入れよう。

期間/2011年９月15日（木）
　　　　～12月31日（土）

検索

検索

期間：2011.9.16－12.31
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長野県のイベントカレンダーに関するお問い合わせ先
長野県 商工労働部 経営支援課　〒380-8570　長野市大字南長野字幅下692-2

TEL：026-235-7198　FAX：026-235-7197　E-mail:buy@pref.nagano.lg.jp

「携帯電話向けのイベント情報」は、モバイルページをご覧ください。
http://shop.nagano-ken.jp/e4582.html
※�QRコード読み取り対応のカメラ付き携帯電話をお持ちの方は、左のコードを読み取ることにより、上記のURLを取得できます。

○�長野県産品のＰＲや販路拡大を目的に、主に県の農政部・商工労働部・観光部が今年度後半に開催するイベント情報
です。出展等のお問い合わせは、開催主体までお願いします。

　　
　

　

多
摩
市
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

永
山
施
設
内
に
、

東
京
都
多
摩
市

（
友
好
都
市
）
と

富
士
見
町
の
共
同

で
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
Ｐ
ｏ
ｎ

ｔ
ｅ
＝
ポ
ン
テ
（
イ
タ
リ
ア
語
で
「
架
け
橋
」

な
ど
を
表
す
名
詞
）
を
昨
年
七
月
に
開
業
し
ま

し
た
。
開
業
当
初
よ
り
、
農
産
物
、
加
工
食
品

は
陳
列
棚
に
並
ぶ
と
同
時
に
即
購
入
さ
れ
、
非

常
に
人
気
が
高
く
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
案
内
な
ど
も
し
て
お
り
、

町
へ
の
誘
客
数
増
加
、
消
費
拡
大
な
ど
、
町
内

産
業
振
興
に
絶
大
な
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.seeds-tam

a.com
/ponte/

　

平
成
十
六
年
に
開
始
し
た
こ
の
事
業
は
県

下
初
と
な
り
、
県
内
外
か
ら
視
察
に
訪
れ
る
ほ

ど
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
町
内
商
業
施
設
・

病
院
な
ど
町
民
の
足
と
な
り
、
自
宅
か
ら
目
的

地
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
大
変
利
便
性
に
優
れ

た
運
行
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
格
安
の
料
金
設
定

で
あ
る
た
め
利
用
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
て
、

地
域
経
済
・
福
祉
の
面
で
の
効
果
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。
高
齢
化
及
び
生
活
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
運
行
路
線
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
別
荘
地

（
八
ヶ
岳
山
麓
地
区
）
に
永
住
す
る
住
民
が
増

加
し
た
こ
と
で
要
望
が
あ
り
、
路
線
を
拡
充
す

る
こ
と
を
検
討
し
た
結
果
、
行
政
及
び
運
行
業

者
な
ど
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
実
現
に
至
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
更
に
経
済
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
商
工

会
で
は
商
業

部
会
を
中
心

に
イ
ベ
ン
ト

等
を
企
画
し

て
商
店
街
な

ど
へ
の
新
規

顧
客
の
獲
得

に
力
を
入
れ

る
よ
う
検
討

会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─

富士見町商工会

Syokoukai
NOW!

南信 Vol.84

「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
開
始

新路線の出発式

ポンテの入口

長　野　県　の　イ　ベ　ン　ト　情　報

「
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
事
業

（
す
ず
ら
ん
号
）」
の
路
線
拡
充

開催日 イベント名称 会　場 開 催 内 容 開催主体・連絡先
（電話番号）

9/28（水）
～10/4（火）伝統的工芸品等展示販売 東京都庁 伝統的工芸品や地場

産品の展示販売
ものづくり振興課 
（026-235-7132）

10/14（金）
～10/16（日）

信州発“食と味覚”フェア
2011

サンシャインシティ
 （東京都）

信州の「食」を中心
にした展示即売会・
商談会

信州発“食と味覚”フェア
実行委員会事務局 
（026-235-7198）

10/下旬 信州農産物商談会 東京都内ホテル 信州農産物の商談会 農産物マーケティング室 
（026-235-7216）

1/26（木） 長野県産品商談会（仮）
愛知県産業労働センター
ウィンクあいち 
（名古屋市）

長野県産品を対象に
した商談会

経営支援課 
（026-235-7198)

　このほかにも、長野県のホームページ内で「長野県イベントカレンダー」としてさまざまな県産品に関するイベント情報を随時
更新し、掲載しています。インターネットで 長野県イベントカレンダー  を検索するか、こちらのアドレスを直接入力してください。

http://www.pref.nagano.jp/syoukou/business/04kensan/iventc/2011iventc.htm
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少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
り
、
今
後
、
労
働
力
人
口
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
老
齢
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上

げ
等
の
問
題
か
ら
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
高
齢
者
雇
用
安
定
法
が

改
正
さ
れ
、
平
成
23
年
4
月
か
ら
は
、
労
使
協
定
の
締
結
も
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
の
求
人
の
申
し
込
み
の
際
、
指
導
が
入
っ
た
り
、
助
成
金
が

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以
下
、
高
齢
法
）
の
概

要
と
留
意
点
及
び
対
策
を
解
説
し
ま
す
。

［
高
齢
法
の
概
要
］

　

�　

高
齢
法
に
よ
り
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
、
65
歳
未
満
の
定
年

の
定
め
を
し
て
い
る
事
業
主
は
、
高
齢
者
の
安
定
雇
用
を
確
保

す
る
た
め
に
、
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

①　

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ

　
　

②　

継
続
雇
用
制
度
の
導
入

　
　

③　

定
年
の
定
め
の
廃
止

　

�　

但
し
、
②
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
に
関
し
て
は
、
下
記
の

特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
（
イ
）�

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上

げ
に
合
わ
せ
て
、
段
階
的
に
義
務
年
齢
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
可
能
。

　
　
　

 

＊
平
成
22
年
4
月
～
平
成
25
年
3
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

…
64
歳
ま
で
の
雇
用
義
務

　
　
　

 

＊�

平
成
25
年
4
月
～　
　

…
65
歳
ま
で
の
雇
用
義
務

　
（
ロ
）�

労
使
協
定
に
継
続
雇
用
の
た
め
の
基
準
を
設
け
、
基
準
に

該
当
す
る
従
業
員
の
み
を
、
継
続
雇
用
す
る
こ
と
が
可
能
。

　
　
　

 

＊
定
年
退
職
後
も
会
社
で
勤
務
に
精
勤
す
る
意
欲
の
あ
る
者

　
　
　

 

＊
過
去
○
年
間
の
出
勤
率
○
％
以
上
の
者

　
　
　

 

＊�

直
近
の
健
康
診
断
の
結
果
、
業
務
遂
行
に
問
題
が
無
い
こ

と

　
　
　

 

＊
人
事
考
課
に
お
い
て
、
著
し
く
評
価
が
悪
く
な
い
こ
と

　
　
　

 

＊
人
事
考
課
の
平
均
が
○
以
上
で
あ
る
者

　
　
　

 

＊
指
導
教
育
の
技
能
を
有
す
る
者

　
　
　

 

な
ど
、
具
体
的
な
基
準
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
ま
す
。

　
（
ハ
）
労
働
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
。

　
　
　

  �

定
年
前
の
労
働
条
件
の
ま
ま
継
続
雇
用
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
前
の
役
職
、
賃

金
、
職
種
、
勤
務
時
間
、
勤
務
日
数
等
を
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
（
ニ
）�
継
続
雇
用
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
れ
ば
、
定
年
年
齢
は
60

歳
の
ま
ま
で
可
能
。

［
留
意
点
と
対
策
］

◎
労
使
協
定
を
締
結
し
ま
し
ょ
う

　

�　

継
続
雇
用
制
度
を
選
択
し
た
場
合
、
平
成
23
年
4
月
以
降
は
、

就
業
規
則
で
継
続
雇
用
に
関
す
る
基
準
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
選
定
基
準
は
無
効
に
な
り
、
労
使
協
定
の
締
結
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

◎�

労
使
協
定
の
選
定
基
準
は
、
具
体
的
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う

　

�　

会
社
が
必
要
と
認
め
た
場
合
と
い
う
記
載
内
容
で
は
望
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
期
で
定
年
を
迎
え
た
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
。

Ａ
さ
ん
は
再
雇
用
さ
れ
て
Ｂ
さ
ん
は
退
職
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
、

具
体
的
な
選
定
基
準
が
無
か
っ
た
た
め
に
、
思
わ
ぬ
や
っ
か
み

を
か
い
労
使
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎�

継
続
雇
用
後
の
労
働
条
件
通
知
と
労
働
契
約
は
必
ず
締
結
し
ま

し
ょ
う

　

�　

定
年
後
再
雇
用
の
時
に
、
職
務
、
契
約
期
間
、
賃
金
、
勤
務

時
間
等
、
労
働
条
件
の
変
更
に
伴
い
、
労
使
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

す
る
た
め
に
、更
新
ご
と
に
提
示
し
契
約
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
継
続
雇
用
者
の
賃
金
を
再
考
し
ま
し
ょ
う

　

＊
高
年
齢
者
雇
用
継
続
給
付
金
の
活
用

　

�　

60
歳
時
点
の
賃
金
と
比
べ
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
賃
金
の

減
額
率
が
75
％
未
満
に
低
下
し
た
場
合
に
減
額
幅
に
応
じ
て
雇

用
保
険
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

＊
在
職
老
齢
年
金
の
活
用

　

�　

継
続
雇
用
後
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
保
険

料
を
支
払
い
な
が
ら
、
老
齢
年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

�　

以
上
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給
与
は
低
下
す
る

が
従
業
員
の
手
取
り
金
額
は
影
響
が
少
な
く
な
り
、
事
業
主
に

と
っ
て
も
、
所
得
税
、
社
会
保
険
料
等
の
経
費
削
減
に
繋
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
助
成
金
の
活
用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

　

�　

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
ま
た
は
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
場
合
、
中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
の
活
用
に

よ
り
受
給
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
実
施
し
た
措
置
の
内
容
及
び

従
業
員
数
に
よ
り
10
万
円
か
ら
１
６
０
万
円
の
範
囲
で
、
助
成

金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
お
わ
り
に
］

　

�　

高
齢
労
働
者
が
今
後
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
中
、
高
齢
労
働

者
を
い
か
に
有
効
に
活
用
す
る
か
が
、
企
業
が
存
続
し
て
い
く

う
え
で
の
課
題
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
技

術
の
伝
承
の
た
め
に
、
若
年
労
働
者
に
高
齢
労
働
者
を
教
育
担

当
者
と
し
て
活
用
す
る
企
業
も
あ
り
、実
績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
ベ
テ
ラ
ン
の
技

術
を
、
低
い
経
費
で
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
法

的
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
早
い
う
ち
か
ら
制
度
導
入
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ONE POINT ADVICE

経営

高
齢
従
業
員
の

　
  

継
続
雇
用
に
関
し
て

篠
原
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

　

社
会
保
険
労
務
士

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

篠
原 

俊
文 

氏
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「
合
意
解
約
」
と
「
解
雇
」

　

現
在
、
ど
の
企
業
も
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
た
め
人
員

削
減
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
従

業
員
の
退
社
に
つ
い
て
は
、
法
律
的
に
言
う
と
会
社
と
従
業

員
が
雇
用
契
約
を
合
意
の
上
解
約
す
る
場
合
と
、
会
社
が
一

方
的
に
雇
用
契
約
を
終
了
さ
せ
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
後

者
を
解
雇
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
希
望
退
職
の
募
集
」「
退
職
勧
奨
」

　

会
社
と
従
業
員
が
合
意
の
上
雇
用
契
約
を
解
約
す
る
場
合
、

よ
く
行
わ
れ
る
の
は
希
望
退
職
の
募
集
、
あ
る
い
は
退
職
勧

奨
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
退
職
に
応
じ
た
従
業
員
と
雇

用
契
約
の
解
約
を
す
る
の
で
す
。

　

希
望
退
職
の
募
集
は
、
一
定
の
範
囲
の
従
業
員
全
員
を
対

象
に
し
、
通
常
、
退
職
金
の
外
加
算
金
を
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
し
、
有
為
な
人
材
が
退
職
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

退
職
勧
奨
は
、
会
社
が
個
別
の
従
業
員
に
対
し
退
職
を
働

き
か
け
る
も
の
で
、
必
要
に
応
じ
随
時
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
退
職
の
働
き
か
け
が
度
を
過
ご
し
て
強
要

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
無
い
よ
う
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
強
要
だ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
退
職
が
無
効
、
取

消
と
な
り
職
場
復
帰
を
さ
せ
る
と
か
、
損
害
賠
償
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
出
て
き
ま
す
。

「
解
雇
」

　

労
働
あ
る
い
は
仕
事
は
、
単
に
生
活
の
資
を
得
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
人
の
生
甲
斐
や
人
生
観
に
も
関
わ
る
重
要
な

事
柄
で
す
か
ら
、
会
社
か
ら
一
方
的
に
雇
用
契
約
を
打
ち
切

る
こ
と
に
な
る
解
雇
は
、
様
々
な
制
限
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

業
務
災
害
、
産
前
産
後
な
ど
で
休
業
中
の
解
雇
、
労
働
組

合
に
加
入
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
雇
は
で
き
な
い
等
の

法
律
上
の
制
限
、
解
雇
で
き
る
事
由
を
挙
げ
て
い
た
り
解
雇

手
続
を
規
定
し
て
い
た
り
す
る
就
業
規
則
や
労
働
協
約
上
の

制
限
の
外
に
、
裁
判
所
の
判
例
が
培
っ
た
制
限
が
あ
り
ま
す
。

「
解
雇
権
濫
用
法
理
」

　

一
つ
は
解
雇
権
濫
用
法
理
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
具
体
的
な
事
情
か
ら
判
断
し
て
、
解
雇
す
る
こ
と
が
著

し
く
不
合
理
で
社
会
通
念
上
相
当
と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

そ
の
解
雇
は
無
効
だ
と
い
う
も
の
で
す
。
民
法
で
は
２
週
間

の
予
告
期
間
を
置
け
ば
雇
用
契
約
を
解
約
で
き
る
と
し
て
い

る
し
、
上
記
の
法
律
等
に
抵
触
し
な
い
限
り
い
つ
で
も
解
雇

で
き
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の
判
例
法
理
に
よ
り
、
む

し
ろ
解
雇
は
相
当
の
理
由
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
整
理
解
雇
の
四
要
件
」

　

次
は
、
整
理
解
雇
の
四
要
件
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
会

社
が
経
営
危
機
に
陥
っ
た
際
、
従
業
員
の
解
雇
（
こ
れ
を
整

理
解
雇
と
言
い
ま
す
。）
に
よ
り
こ
れ
を
打
開
す
る
の
は
必

要
止
む
を
得
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
判

例
は
、
こ
う
し
た
際
も
以
下
の
四
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

と
そ
の
解
雇
は
無
効
だ
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
件
と
は
、

①
人
員
削
減
の
必
要
性
（
人
員
削
減
措
置
が
会
社
経
営
上
の

十
分
な
必
要
性
に
基
づ
い
て
い
る
か
、
又
は
止
む
を
得
な
い

措
置
で
あ
る
か
）
②
解
雇
回
避
努
力
義
務
（
配
転
、一
時
帰
休
、

希
望
退
職
募
集
等
、
解
雇
以
外
の
方
策
を
採
っ
た
か
。）
③

被
解
雇
者
選
定
の
妥
当
性
（
客
観
的
で
合
理
的
な
選
定
基
準

を
設
定
し
、
公
正
に
適
用
し
た
か
）
④
手
続
の
妥
当
性
（
従

業
員
、
組
合
と
整
理
解
雇
の
必
要
性
、
解
雇
基
準
、
条
件
等

納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
を
し
た
か
、
組
合
と
の
協
議
等
の

労
働
協
約
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
履
行
し
た
か
）
で
す
。

「
懲
戒
解
雇
」

　

従
業
員
の
不
祥
事
に
よ
る
懲
戒
解
雇
は
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
、
①
懲
戒
事
由
が
就
業
規
則
に
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
②
同
様
の
事
例
で
は
同
様
な
処
分
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
③
違
反
行
為
の
種
類
、
程
度
、
そ
の
他
の

事
情
に
照
ら
し
て
重
す
ぎ
な
い
こ
と
、
④
弁
明
の
機
会
を
与

え
る
外
、
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
た
手
続
を
守
っ
て
処
分
を

し
て
い
る
こ
と
、
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
点
が
守
ら
れ
て

い
な
い
と
無
効
と
な
り
ま
す
。

「
雇
い
止
め
」

　

最
後
に
、
期
間
を
定
め
て
雇
用
契
約
を
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
期
間
経
過
に
よ
り
労
働
契
約
は
終
了
し
ま
す
。
期
間
満
了

後
、
原
則
と
し
て
会
社
は
雇
用
契
約
の
更
新
を
拒
否
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
雇
い
止
め
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
更
新
を
何

度
か
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
雇
用
継
続
を
期
待
さ
せ
る
状
態

に
あ
る
も
の
と
し
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
と
同
様
に

な
っ
て
更
新
拒
絶
は
解
雇
と
同
様
相
当
な
更
新
拒
絶
理
由
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

ONE POINT ADVICE

法律

退
職
・
解
雇
の基礎

知
識

長
野
県
商
工
会
連
合
会 

顧
問
弁
護
士

土
屋
準
法
律
事
務
所

弁
護
士　

土
屋　

準 

氏
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信
州
を
代
表
す
る
観
光
地
、
小
布
施
町
。

年
間
の
観
光
客
数
は
約
百
二
十
万
人
に
も
お

よ
び
、
紅
葉
が
美
し
い
秋
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、

大
型
観
光
バ
ス
が
大
挙
し
て
や
っ
て
く
る
。

　

小
布
施
町
の
街
歩
き
を
楽
し
み
に
足
を
運

ぶ
観
光
客
の
お
目
当
て
が
、
栗
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
お
菓
子
を
扱
う
和
菓
子
店
で
あ
る
。
小

布
施
は
、
栗
の
産
地
だ
け
あ
っ
て
七
社
ほ
ど

の
栗
菓
子

店
が
集
積

し
て
お
り
、

一
八
六
四

年
創
業
の

栗
庵
風
味

堂
も
そ
の

一
つ
だ
。

ク
レ
ー
プ

や
モ
ッ
フ

ル
と
い
っ

た
新
メ

ニ
ュ
ー
の

ほ
か
、
栗

餡
を
自
分
で
詰
め
る
「
栗
庵
も
な
か
」
な
ど
、

個
性
的
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
は
た
く
さ
ん
の

フ
ァ
ン
が
つ
い
て
い
る
。

　

や
が
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、

激
変
す
る
外
的
環
境
の
も
と
、
思
い
切
っ
て

卸
し
主
体
か
ら
小
売
り
主
体
へ
と
事
業
の
転

換
を
図
っ
た
。
確
か
な
経
営
理
念
を
掲
げ
、

大
胆
な
組
織
改
革
を
進
め
、
独
自
の
道
を
切

り
ひ
ら
い
た
。
昔
な
が
ら
の
技
術
や
伝
統
を

生
か
し
つ
つ
、
若
い
世
代
を
も
魅
了
す
る
新

し
い
開
発
力
を
活
か
し
て
、
今
後
も
地
元
産

業
の
発
展
の
た
め
に
お
役
に
た
ち
た
い
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
寄
稿　

小
布
施
町
商
工
会
事
務
局
）

　

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
エ
コ　

ア
ク
ア
ク
ラ

ラ
北
信
州
は
、
平
成
十
四
年
七
月
に
会
社
設

立
を
致
し
ま
し
た
。
経
営
方
針
は
一
貫
し
て

「
地
域
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
る
。
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
で
地
域
の
発

展
に
努
め
る
」
で
す
。
弊
社
は
サ
ン
グ
ル
ー

プ
の
一
企
業
と
し
て
栄
村
に
本
社
を
構
え
て

お
り
、
当
グ
ル
ー
プ
は
建
設
・
運
輸
・
建
材

を
柱
に
全
六
社
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
の
事

業
を
始
め

た
理
由
は
、

「
全
国
に

誇
れ
る
宝

で
あ
り
地

域
振
興
の

要
の
た
め
」

で
す
。

　

去
る
三
月

十
二
日
に
起

き
ま
し
た「
長

野
県
北
部
地

震
」
で
は
、
栄
村
白
鳥
地
区
に
あ
る
プ
ラ
ン

ト
も
被
災
し
数
日
間
の
製
造
休
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
栄
村
役
場
様
の
計
ら
い

と
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
早
期

復
旧
を
果
た
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
、
栄
村
村
長
様
の
命
を
受
け
、

各
避
難
所
五
ケ
所
・
約
千
五
百
名
の
方
々
に

「
い
の
一
番
」
で
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
製
品
水
ボ
ト

ル
の
お
届
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
「
人
と
水
」
は
無
く
て
は
な
ら
な

い
関
係
で
あ
る
事
、「
水
」
の
重
要
性
を
再
認

識
い
た
し
ま
し
た
。

　

栄
村
村
民
の
皆
様
方
は
、
今
な
お
仮
設
住

宅
に
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
根
性
、

そ
し
て
何
よ
り
「
栄
村
愛
」
を
前
面
に
出
し
、

「
栄
村
の
復
興
」
を
第
一
に
考
え
、
日
々
精
力

的
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
自
然
豊
か
な
栄
村
の
宝
を
、
長
野
県

下
は
も
と
よ
り
、
全
国
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
た
め
、栄
村
発
の
地
元
企
業
と
し
て
日
々

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
の
お
申
込
み
・
お
問
合
わ

せ
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

０
１
２
０
‐
３
２
０
‐
３
８
９

　

＊
代
理
店
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

（
寄
稿　

ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
北
信
州
）

昔
な
が
ら
の
技
術
と
伝
統
を

生
か
し
、
新
商
品
を
開
発

株式会社　栗庵風味堂
代表取締役 大窪 幹夫 氏
小布施町商工会長

アクアクララ北信州
株式会社ワールドエコ
代表取締役　福原 初 氏

1864年（元治元年）創業の栗庵風味堂店舗

パリッとしたプレーン・抹茶・ココアの３種類のもなかの
皮に栗餡を詰めていただく人気の栗庵もなか

アクアクララは、信州ブラン
ド特産品の証し「信州匠選」
申請中です

栄
村
の
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

生
産
工
場

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

Vol.88

技
術
と
サ
ー
ビ
ス
で

地
域
の
発
展
に
努
め
る
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URL http://www.nagano-cgc.or.jp  e-mail hosyo-tokatsu@nagano-cgc.or.jp  ℡026（234）7680 

長野県信用保証協会の 

●一般保証枠とは別枠で� � ����� ��まで 
●法人代表者以外の������ 

をご活用ください！ 

●保証料率� �������


●��
	���の中小企業者も対象となります。（※） 

（※）市町村長の認定書等が必要となります。詳しい認定要件等は、お近くの当協会窓口まで 
お問い合わせください。 

�������� ��� �� �� ����
��
	����

MESSAGE BOARD

受章・表彰のお知らせ
平成23年度春の叙勲
大窪小布施町商工会長が
旭日双光章を受章

県知事表彰の受賞者

　小布施町商工会長の大窪
会長が、長年の功績を讃え
られ、旭日双光章を受章さ
れました。
　おめでとうございます。 

　平成23年度の県知事表彰に次の方が受賞され
ました。おめでとうございます。（順不同）

大窪 幹夫 氏（小布施町商工会長、商工連理事）

森本 光洋 氏（伊那市商工会長、商工連理事）
秦 和陽児 氏（泰阜村商工会長、商工連理事）
会田 二郎 氏（安曇野市商工会長、商工連理事）
坂爪 基浩 氏（生坂村商工会長、商工連理事）

「平成24年度経済センサス－
              　活動調査」について
　総務省、経済産業省は、平成24年２月に全ての企業・
事業所を対象として標記の調査を実施します。これは
我が国における産業構造を包括的に明らかにすること
を目的とした政府の重要な調査であり、正確な統計を
作成するため、統計法（平成19年法律第53号）に基
づいた報告義務のある調査（基幹統計調査）として実
施されます。調査結果は、各種行政施策や学術研究の
基礎資料としての活用だけでなく、経営の参考資料と
し て 事 業 者 の
方々にも活用し
ていただくこと
を目指していま
す。調査の趣旨、
必要性を御理解
いただき調査に
御協力ください。

○�平成24年２月１日現在で、経済セ
ンサス‐活動調査を実施します。
○�経済センサス‐活動調査は、「統計法」
という法律に基づいて実施する、報
告義務のある基幹統計調査です。

総務省・経済産業省

平成24年経済センサス‐
活動調査を実施します！

信州まつもと空港運航便のご予約・ご購入は
フジドリームエアラインズ FDA コールセンター
☎050-3786-0489（年中無休 7:00 〜 20:00）
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『信州お出かけ食べルート』ホームページ　URL：http://www.nagano-sci.or.jp/19route/index.html

地元若衆・女衆が 
　　　　　 おしえる

信州お出かけ
食べルート

こっそり

夏の安曇野  思いっきり体験・体感ツアー

　朝早めに安曇野へ到着。好天に恵まれ、「熱気球体験」で朝の安曇野一望からス
タート。近くに足湯も。森の中の小道を歩いて、天然酵母の美味しいパンで軽めの
朝食をとり、続いて乗馬を体験。お昼は安曇野名物の手打ちそば。せっかくだから
手打ちに挑戦してみよう！お昼を食べたら、清流下りへ。つづいて、水産試験場に
てマス池の見学＆釣り体験。最後に長峰山にて北アルプスの夕日と安曇平を眺めな
がら展望風呂にて一日の疲れを癒してみてはどうでしょう。

若衆おすすめスポット・コース

信州サーモン丼（安曇野市内）、安曇野フラワー揚げ（安曇野市内）、あずみのステーキ（穂高）、高原牧
場和牛炭火焼き（明科）、宝巻き（穂高）、園

そのべん

弁（堀金）

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

14
安 曇 野

長峰山山頂
森林交流体験

センター
天平の森

豊科 IC豊科 IC ホースランド
安曇野

こねこね
ハウス

めん処穂高
大王わさび
農場ほか

長野県
水産試験場

釣堀あやめ園

vif 穂高＆
八面大王
「足湯」

山麓線
周辺散策

20 分 5 分 5 分15 分 5 分 15 分 15分15 分

穂高 穂高 豊科 穂高 穂高 明科 明科

北アルプス満喫！いいとこどりコース

　北アルプスの大自然を満喫しながら、五感で味わうホンモノの癒し旅を
ご堪能ください。
　またコース内周辺には、女衆がイチオシ

4 4 4 4

のウマイモン
4 4 4 4 4

や地域の特産品も
目白押し。五感すべてで北安曇を満喫しよう！

若衆おすすめスポット・コース

池田産大マスの香草焼（池田町）、米粉商品（松川村）、手造りアイス（松川村）、ちゃのこ（小谷村）

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

13
白 馬 ・ 小 谷 ・ 池 田 ・ 松 川 村

白馬EXアドベンチャー

vif 穂高

豊科 IC
安曇野
ちひろ
美術館

白馬 EX
アドベン
チャー

大雪渓酒造
or

福源酒造
豊科 IC

道の駅小谷
（天然温泉
深山の湯）

30 分 60 分 30 分 90 分

松川村 白馬 小谷 池田
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この制度は

の三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月

までの健康な方

Ⅲ 加入期間
　　10年間

Ⅳ 加入口数
　　被保険者1人につき20口まで（1口2,000円）
　　�ただし、被保険者が申込日現在満15歳未満の場合、加入

できる通算保険金額は、1,000万円以内となります。

Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計

をお返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積

立金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てられ、満

期時等に返戻されます。

Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数に応じ最

高2,000万円までの利用ができます（ただし、商工会等で
の審査があります。）

Ⅸ 加入口数と診査区分

　（注１）　 �ただし、被保険者が申込日現在満15歳未満の場合、加入できる通算保険
金額は1,000万円以内となります。

　（注２）　 �人間ドックや健康診断を受けられている方については、診査基準上、人間
ドック成績表や健康診断通知書（申込日（告知日）から1年以内の受診の
もの）のコピーを提出いただくことにより、診査医の診査にかえることが
可能です。（ただし、必要な項目がすべて記載されている場合。）

　（注３）　 �既契約がある場合は、合算保険金により、告知書扱が変更になることがあ
ります。

加入のご案内

契約年齢 告知書扱 診査医及び健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜15口 16〜20口 100万円40〜46歳 1〜12口 13〜20口
47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円
55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円

資金の
貯蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

けが・病気
・がんに

しっかり
備える

＊「病気」の補償は「けが」の補償に加入されている方のみがお申込みいただけます。

毎月ご加入
いただけます！！

が
ん・
け

が・
疾病
によ
る入院、手術等を補

償
し
ま
す「がん」

重点補償

「けが」の
補 償

け
が
に
よ
る
死

亡・
後
遺障
害、入院、手術、通

院
を
補
償
し
ま
す

「病気」の
 補 償＊疾

病

に
よる
入院
、手術等を補償

し
ま
す 大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

2010年11月1日午後4時から2011年11月1日午後4時まで
※お申し出のない場合は自動継続となります。

共済期間

ご加入できる方

中途加入 毎月1日午後4時の共済始期でご加入になれます。

商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員と
その家族であって健康な方が対象となります。（「病気」の補償および「がん」重点補償の
場合、健康状態に関する告知義務あり。）
※ただし共済期間開始時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下（シニア医療特約・「がん」重点補償プラン
では満74歳以下）の方に限ります。

「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。

全国商工会会員福祉共済
あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

しかも、掛金はそのまま！

先進医療共済金を
新たに追加！

http://www.shokokai.or.jp
商工会会員福祉共済のホームページがリニューアルされました。是非ご覧ください。

はじめまして！
えびすくんです

よろしくね

10万人の皆様に
ご利用いただいています。


